　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


父親

名前：佐伯　雄二

年：享年２７、生きてれば２９。母親と３歳差
身長：１８５ｃｍ
体重：７０ｋｇ
見た目：短髪。すらっとした長身。ふちなしの楕円形メガネをしている
性格：子供に優しい。常に陽気だがいざという時は妻子を守るため冷静沈着
長所：優しい。陽気。割合、頭が良い
短所：少し理屈っぽい。若干、完璧主義なところがある
学歴：大学の文学部卒。その後は出版社へ入社
人生：２３の時に(大学在学中)、妻と出会う。世に言う学生結婚。そして子供が出来る。２７の時に急死（死神のため）

口調：子供、妻を名前で呼ぶ
職業：生前、出版社勤務
備考：子供と遊ぶ約束をして出社するが、会社で倒れ帰らぬ人に。子供との約束は果たせていない…
科学者

年齢：　３６歳（プレイヤーが頼りにする役どころということで年上に）
職業：　発明家（ってか無職、生活は家の財産で）
考え方：　シニカルで皮肉屋。判断は合理的で怜悧だが的確で間違ったことは言わない。
口癖：　「やれやれ」
１７歳のころに父親を「死神」によって失う。代々死神の被害に遭いやすい家系だったことを理由に、以後「死神」とその対処法を研究しはじめる。家は裕福。
他人に興味を持たず、対人関係はあまり重視しない。母親に協力するのは　正義感からではなく、自分の研究の成果を調べるため。
父親は尊敬していたため、「死神」に対する憎しみはある。
死神

ネガティブな精神状態にある人間にとりついて更にネガティブな精神にさせ、とりつかれた人間は徐々に衰弱し、放置すると死にいたるが現代の医療技術では対処できない
意思を持って行動するというよりは「ネガティブな人間を死に至らしめる」現象ってとらえて、とくに何かを目的にはしてません。そういう意味ではウイルスや病原体的な存在で。
何かに寄生している間はその宿主の精神をもとに思考します。よって、精神世界の中で母親の前に子供の姿であらわれ、「ずっと母さんが憎かった」とか言って母親の精神を揺さぶります。人間には「死神」と呼ばれている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫婦

　　　　　　　　　母親　　　　　　　　　　　父親　　

　　　　　　　　　　

　息子の治療を頼む　　　　　　　　　自分の作った絵本を　　　　　　　父親と遊ぶ約束を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読ませていた　　　　　　していたが、果たされていない　　過去に父親の命を奪った。

　　　　　　　　　　　　子供　　　子供にとりついている　　　　死に神


　　　　科学者　　　　　　　　　　　父親を殺され、それ以来死神への憎しみから、死神を研究している。
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